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日 時 令和元年9月24日（火）18時30分～20時00分 

会 場 北広島市役所5階 委員会室 

出席委員 飯浜会長、百瀨副会長、冨士原委員、東口委員、中目委員、西澤委員、湯㘴

委員、高嶋委員、亀岡委員、菊地委員 

欠席委員  

市出席者 仲野子育て支援部長、高橋子ども家庭課長、橋本子育て担当参事、遠藤健康

推進課長、記内子ども家庭課主査、笠井子ども家庭課主査、印牧子ども家庭

課主査、加藤子ども家庭課主査、野切健康推進課主査、金田子ども家庭課主

事 

 

 

○事務局    （開会あいさつ） 

 

○会長     はい、お晩でございます。お忙しい中、前回から余り間をおいてないですが、

また皆様にご出席いただきまして、心より感謝申し上げます。 

今日は 2 期目の計画を立てる上で非常に重要な審議事項だと思っておりま

すので、委員の皆様にはそれぞれのお立場からご意見を賜ればと思っておりま

す。 

限られた時間でありますがご審議をいただきたいと思いますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

早速ですが重要な事項ということで、子ども・子育て支援サービスの量の見

込みと確保方策についてご審議いただきたいと思いますが、事務局からご説明

をお願いいたします。 

 

○事務局    こんばんは。皆様お忙しいところ、前回の会議からあまり間が無く再びお集

まりいただきましてありがとうございます。本日もどうぞよろしくお願いいた

します。 

審議事項（1）の子ども・子育て支援サービスの量の見込みと確保方策につ

いてご説明をさせていただきます。 

量の見込みにつきましては、前々回8月2日の第2回子ども・子育て会議に

おきましてご審議をしていただいた内容です。第2回で審議いただいた量の見

込みに対応する各事業の提供体制をどうしていくか、というのが今日ご審議い

ただく内容となります。 

（資料1に沿って説明） 

 

○会長     はい、ありがとうございます。目を通していただきながらご質問、それから

最終的には皆様それぞれから一言ずつでもよろしいので、ご意見をいただきた

いなと思いますのでご検討いただければと思います。 

当委員会で目指すべきところは2期目の計画でありますので、子どもたちが

そしてその家族がこの北広島市というまちで、笑顔で暮らせるようなそんな環

境のためにどういう目標を立てていくかということでの量の見込みというこ

とになります。 

特に量の見込みと確保方策の部分で対策の部分がマイナスでスタートして

いる部分については、先ほど事務局からご説明がありましたけども、実際の状

況というのもありますが、そういうような状況の中でのスタートということで、

委員の皆様はどうお考えになるか、ということも含めてそれに関してもう一度

改めてご質問があればご質問をしていただいたり、感想をいただいたり、ご意

別記様式(第3条関係) 
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見をいただいたりしたいと思います。 

それぞれのお立場で委員としてご参加いただいていますので、その辺のとこ

ろについてご意見をいただければと思います。よろしくお願いいたします。 

委員いかがですか。 

 

○委員     感想でもあり質問でもあり意見でもあるんですけど、ファミリー・サポー

ト・センターの協力会員、両方会員のところで毎年7名くらいずつ増やしたい

というお話がありましたが、今緊急サポートの方でも病児保育施設の整備に向

けていくのはすごく良いなと思っていて、それまでの間の実績は十分足りてい

るようには見えるんですけれども、実際はどちらの会員さんも被って活動され

ていて、同じ方が一生懸命活動しているという実態がありますので、本当に協

力会員さんをどんどん増やしていけたらいいと思います。 

現在、研修会は年に1回やっていますが、年に何回も研修会を開催するとい

うのは難しいことかと思うんですけれど、何回かあると会員の資格を取りやす

い方もいるんじゃないかなと思いました。 

なので、そこも細かい話なんですけれど具体的な策として検討していけたら

いいのかなというところを感じました。 

緊急サポートの病児保育室の方なんですけど、意見と言うか、病児保育室

470を確保するのに、大きい施設をお考えなのか、例えば札幌市の保育施設で

は、病児を預かるような枠を設けるところが増えてきているようなんですけど、

そういうようなタイプなのか、もしくは江別市さんのように病院の中に併設す

るようなタイプを考えておられるのか、その辺について具体的になっているの

かちょっとわからないんですけれども、聞いてみたいなというのと、緊急サポ

ートに加えてということだったので、すごく良いなと思うんですけども皆さん

の状況に応じて選べるようになるのはすごくいいなと思うんですが、タイプに

よると思いますが、ぜひ病児保育室の方でも協力会員さんが活動できる場を併

せて持てたらいいのかなと感じました。 

 

○会長     ありがとうございます。事務局いかがでしょうか。 

 

○事務局    はい、ありがとうございます。ファミサポ、緊サポの研修会が現在は年に1

回しかないけれども、何回かあると取りやすいというお話しですけども、第2

期の計画ではファミサポも緊サポもコンスタントに協力会員を増やしていか

なければならない計画になっていますので、研修会について複数回実施するこ

とでより協力会員や両方会員になってもらいやすいという状況になると思い

ますので、少しでも促進できるように研修会を複数回実施することも検討して

いきたいと思います。 

また、病児保育の470を確保するためにどのようなタイプを想定しているか

というところですけれども、認可保育園に併設した専用スペースというイメー

ジをしております。 

病児保育は令和4年度に確保という計画ですけれども、同時に4ページのと

ころの教育・保育施設の方でも認可保育園を令和4年度に確保としていますの

で、同じ建物に病児保育室が併設されている認可保育園を整備していきたいと

いうイメージで計画しています。 

緊サポの方で増やした協力会員を病児保育室で活動してもらうようにとい

うことについては、実際に具体的な話が進んでからになると思いますが、協力

会員になっていただいた方にはいろいろなところで活躍してもらいたいと思

いますので、そういうことも含めて検討していきたいと思います。 
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○会長     よろしいですか。はい、ありがとうございます。そのほか、委員いかがでし

ょう。 

委員いかがですか。 

 

○委員     今のお話で、西の里地区に新しい複合的な施設を令和5年度くらいに整備す

るということで、大変嬉しいなと思ったんですけれども、学童児は屋内だけで

過ごす訳ではなく外遊びも必要になるので、できれば公園の近くとか、外遊び

の施設も確保できるといいのかなと思いました。 

今年度は東部学童クラブが新しくなって、とても立派な施設を作っていただ

いたんですけど、だんだん学童ごとに格差というか、北の台第二学童はプレハ

ブを借りてそこで学童児が過ごしています。エアコンは付けていただいていま

すが、プレハブだと夏は暑いですし、建設会社の敷地内に建っているので外遊

びもなかなか難しい状況なので、そういうところも少しずつでいいので改善し

ていただければなと思います。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。その辺は事務局いかがでしょう。 

 

○事務局    ありがとうございます。西の里の複合施設についてはまだ決定ではないんで

すけれども、それも1つの手法として施設整備に向けて検討していくという内

容でございます。 

外遊びや公園の件ですけれども、ある程度の集団の中で過ごすということと、

小学生になると運動量も増加していきますので、外遊びは大変重要だと思って

おりますので、今後の整備に当たりましては外遊びの場所や公園までの距離な

ど、交通安全の部分も含めて総合的に検討していくことになると思っておりま

す。 

学童間の格差というか、そういったことが生じてきてしまっているというと

ころですけれども、一気にすべての学童をということにはなかなか難しいもの

ですから、できるところからということにはなりますけれども、今回の計画の

中にも「学童クラブに関しては環境改善についても検討していきます」という

一文を加えていますので、その差の部分を少しずつでも埋めていけるように進

めていきたいと思います。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。よろしいですか。ほか、委員の皆様いかがで

しょうか。 

委員いかがでしょうか。 

 

○委員     4ページの教育・保育の需要及び確保方策ですけれども、この数字のとおり

にはうまくいかない原因がやはり先生の確保です。 

量の見込みと確保方策を考えなければならないこの今の時期が、無償化の直

前で、無償化になったことでどう変化するのかというのを加味できない状態で

予想をしていかなければいけないということで、難しいとは思うんですけれど

も、お母さんたちのお話を聞いたりしている中では、やはり預ける年齢が下が

っていくんじゃないかないかという予想はしています。 

お兄ちゃんお姉ちゃんにお金が掛からない分、下の子も預けようとか満 3

歳から入れようとか、そうなってくるともしかしたらもっと数字は上がるのか

なというところと、そうなったときに私たちも 120％までは受入れ OK として

いるんですけれども、もっと0・1・2歳の低年齢となると、受入れしたくても

先生がいないと100％にも達することができない状況があって、ちょっとそこ

が苦しいところなので、2年後に新規園を開設するといっても、先生が集るの
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かという心配があります。 

いくら箱を増やしても受入れられないという状況が続いてしまうと意味が

ないのかなと思うので、やはりそこの辺りが課題で、新規で入ってきた先生に

補助金というのはやっていただいていると思うんですけど、だんだんと近隣の

市の方もその点を工夫してきていて、何年働いたら○円とやっている市もあれ

ば、住居手当をかなり高額出すというところもあったりといろいろなことをや

っている分、近隣の市にまた先生が流れていってしまうという不安もあります。 

新規の先生もそうなんですけれども、近隣の市と北広島市の条件がどんどん

変わってきてしまうと、せっかく来てくれた先生が離職してしまうことへの不

安もすごく大きいので、この数値を達成するために私たちも頑張りたいんです

が、受入れる場はあるのに受入れられないっていうところがちょっと苦しいと

ころなので、その辺りの具体的な変化かというか、補助金制度もありがたいん

ですが、今は新規の方に限ってなので対象になる先生がうちの園だけで見ても

すごくパーセンテージ的には本当に少ないので、近隣の市から来てくれている

先生もたくさんいるので、市をまたいだとしても北広島市の園が選ばれるよう

な待遇などを考えていただけると、恐らくこの数字に繋がってくる、確保方策

に繋がってくるんじゃないかなと思うので、そこが軽視されてしまうと恐らく

数字に反映されてこなくなってしまうと思うので、その数字を受入れられるだ

けの先生を確保するための工夫というところをぜひお願いしたいなと思って

おります。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。マンパワーに関するところですね。いかがで

しょうか。 

 

○事務局    プランのその先の、プランをどう実行していくかというところの課題だと思

います。保育士の先生方の確保の部分については、以前も委員からご指摘をい

ただいていたと思います。 

私どもも今いくら箱を増やしても先生方がいなければ実際の受入れはでき

ないという実態は承知しておりますので、この部分につきましては今委員から

もあったように北広島で新たに働いてくれた人に5万円、さらに半年間続けて

いただければさらに 5 万円を支給するという就労支援金という事業はあるん

ですけれども、他市でも今おっしゃっていただいたようないろいろな手当や住

居手当だとか、札幌市の方でも3年、6年、9年勤務していただいた方に一時

金を出すという事業を始めるということも報道されておりましたので、近隣の

状況も見ながら北広島を選んで働いてもらえる方策について併せて検討して

いかなければいけないなと思っておりますので、引き続きご相談させていただ

きながら検討させていただきたいと思います。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。委員いかがでしょうか。よろしいですか。委

員いかがですか。 

 

○委員     私も 4 ページの今のお話のところが一番気になるところかなと思っていま

す。就労支援金という形の一時金だと、一時金と言う名の通り本当に一時だ

け・最初だけということであると思うので、長く勤めるということに注目して、

そちらの方を重要視しないと続かないんだと思います。 

うちの保育士を見てもひとり暮らしが出来るようなお給料ではないと言う

か、そういう状況なのでやはり続かないかなというのが実態としてあると思う

ので、一時金ももちろん大事ですけれども、長く続けるための方法にはどんな

ものが良いのかということをとても重要視して考えていかなければならない
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んじゃないかなと思います。 

だとすると、やはり手当だったり給与の面だったり、住居手当もそうですけ

れどもいろんな待遇の面だったりそういうところをもっと何とかないのかな

と思います。 

長く続けたいという保育士はたくさんいるんですけれども、切実に現実問題、

続けていけないというところと、結婚・出産を機にというところで辞めざるを

得ないというか、育児休業とか産前産後休暇などの部分を手厚くしてあげない

と保育園に戻ってこられないということもあるので、やはり考えてあげないと

続かないのではないかなと思います。 

それともう1つ、定員拡大とか年齢別定員の調整を要請するというところで、

今おっしゃったように箱をいくら作っても保育士がいなければなんとも困っ

たことになるということになるとなんですけど、保育士確保以外の課題という

のはあるんでしょうか。既存の施設に定員拡大をお願いします、年齢別定員を

調整しますといったときに、保育士確保以外の課題があるのであれば教えてい

ただけたらなと思っていました。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。事務局いかがですか。 

 

○事務局    委員ありがとうございます。保育士確保の部分についてはご意見、了解しま

した。引き続き真剣に考えてまいりたいと思います。 

それから保育士確保以外の課題ということですけれども、保育園の受入れの

問題を考えていくときに、最終的には保育士確保いうことに繋がってくると思

うんですけれども、挙げられるとしたら例えば特別支援児童が増加傾向にある

と感じていまして、その受入れ態勢も課題として受け止める必要があるんじゃ

ないかなと考えております。こういった特別支援児童を受入れるにしても、や

っぱり保育士なんですよね。結局そこに繋がってはくるんですけれども、それ

も課題として感じているところです。 

 

○委員     ありがとうございます。特別支援児童というお話があったとおり実感として

増えているなととても感じているので、大切に考えていきたいなと思っていま

す。 

 

○会長     いかがでしょうか。委員いかがでしょうか。 

 

○委員     私もお話を伺っていて、委員と同じでやっぱり保育士の確保、学童の方も指

導員の方々も話を聞くと、人がいないから辞めたくても辞められないというこ

とも伺ったので、指導員を確保していくのは大変なことなんだろうなと感じて

います。 

あとは北広島ではないかもしれないんですが、新しく保育士になった先生が

金銭的なのもそうなのかもしれないんですけども、保育士としての夢を持って

きて入ってきても、現実は思っていたことと違って離れていく保育士さんがい

ると聞いたことがあります。保育園に入っても、夢と現実の違いの壁にぶつか

る学生さんも多いのかなと。入ったはいいけども、金銭的には確かにそうかも

しれないんだけれども、働き方という面でもう少し保育士さんを育てていける

ような園になるともっと皆さんが働きやすくなっていいのかなと思います。 

保育園・幼稚園だけではなくどこの職場も言えることかと思うんですが、そ

ういうところもそういうところも考えていくことも必要かなと思います。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。この点についてはいかがですか。 
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○事務局    委員のおっしゃるとおりだと思います。現在はやはり人数の少なさから余裕

がなくて、昔と違ってなかなかゆっくり若い人を育ててあげられないというこ

とがあるとしたら、やはり人材確保という部分に繋がっていくのかもしれない

ですけれども、夢を持っていた方がもしそういった理由で離職するとしたらす

ごく残念なことだと思うのでそういった問題も含めて考えたいと思います。 

あとは学童に関してなんですが、この場でも何回かご説明させていただいた

ことがあると思いますが、学童は近年非常に入所児童が急増しておりまして、

それに対応する指導員を配置していかなければならないということで、ここ

4・5年はどんどん指導員を増やしてきたという状況もあります。 

今、ちょうど過渡期なので、運営していく上で指導員の先生方の悩みなども

多いと思いますので、そういったこともしっかりと伺いながら学童についても

対策を進めていきたいなと思います。ありがとうございます。 

 

○会長     よろしいですか。ありがとうございます。委員いかがでしょうか。 

 

○委員     今と同じところで、供給量の不足が令和2・3年で予測されていますが、こ

の定員の弾力的な対応とありますが、具体的にはどのような対応を予定されて

いるのかお伺いしたいです。 

 

○会長     事務局お願いいたします。 

 

○事務局    例えば、定員100人の保育園があったとしたら120人まで受入れをしても良

いですよ、という国の決まりがあります。定員は100人でも120人まで受入れ

をして対応するということですね。 

ただ、今複数の委員がおっしゃっていましたように、120人まで受入れを行

うということはそれに対応する保育士が必要だということになりますけれど

も、保育士を確保した上で120人まで受入れられるということです。 

 

○会長     よろしいですか。ありがとうございます。委員いかがでしょうか。 

 

○委員     前回委員がおっしゃっていた、すくすくネットのことなんですけど、うちの

下の子は未就学なので一緒に出向く機会があるのですくすくネットを知るこ

とができるんですけど、やっぱり小学校に入っちゃうと全然一緒に出かけるこ

ともないし、親が求めるということも余りないというか、周りのお母さん方に

聞いても小学校に入るとすくすくネットを知っている親が少ないなと感じま

した。 

まだ始めたばかりの事業なので小学校のお母さん方に対して広く知っても

らうためにどういうふうに取り組んでいったらいいのかなと言う部分が今後

の課題になるのかなと感じました。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。事務局いかがでしょう。 

 

○事務局    すくすくネットについては7月から始まった事業ということで、今現在は未

就学、就学前の子どもを対象にしている事業になっています。 

妊娠届を出されたときに最初の面談をして、担当の保健師や保育士が付くの

で、子育てをしていくうえで悩みや不安が出てきたときにすぐに保健師や保育

士に相談ができる体制づくりをしましょうという段階です。 

妊娠して出産して子育てが始まってという段階の就学前の子どものいる家
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庭を対象にしているというところがありまして、今後に向けてはその後の繋が

りをどうしていくのかというのは課題であると思いますが、今のところは未就

学の子どもを対象としておりますので、さらに対象を広げるということになり

ましたら、当然小学生に関してもいろんな周知を考えていかなければならない

と考えております。 

 

○会長     ありがとうございます。よろしいですか。委員いかがでしょうか。 

 

○委員     私は中学校に勤めておりますが、今までの会議を聞いておりますと皆さんの

お話の中でもやっぱり幼稚園・保育園は非常に厳しい中で頑張ってらっしゃる

んだなというのがわかりました。 

恵庭のある幼稚園の園長さんが前に同僚だったので、いろいろ話を聞いたこ

とがあるんですけど、なかなか先生が定着しないとか入れ替わりが激しいとか

そんなことをよく聞いていたので、今皆さんの話を聞いてやはりどこも同じよ

うな課題があるのかなということがわかったところです。 

自分の立場でいうと、やっぱり生徒数が非常に減ってきていて、20年30年

前に比べたら3分の1くらいでしょうか。緑陽中学校なんかはもう全校生徒数

が100人を切っていますので、そういったところを考えると、やっぱりこの「子

育て支援」というのがこれから非常に大事になってくるのかなというふうに感

じて聞いていました。 

自分自身は北広島に勤めて10年目くらいになるんですけど、ほかの5つの

市も回っていますけれども、北広島というのは非常に教育に熱心な自治体だな

と感じています。それは予算の面であったり教育政策であったり、いろいろな

ところで感じているんですけど、今は小中一貫教育や西部地区に導入している

コミュニティスクールを 5 年後くらいまでに全市に取り入れようということ

で非常に熱心に行政と現場が一体になって教育を進めているなというふうに

思っています。 

今回いろいろ聞かせていただいた子育て支援プランについても、先ほどいろ

いろ課題も出てきましたが魅力的な部分がたくさんあると思うので、あとはい

かにそれを知って北広島に住んでもらうかということ。この会議とは若干ずれ

るかもしれないんですけど、市にも地方創生の戦略会議とかあると思いますの

で、北広島の良さをいかに発信していくかというところがとても大事なのかな

と思います。 

自分も実際に北広島に勤めてからわかったことがたくさんあるので、いかに

北広島に来てもらうか、知ってもらうかというところがこれからすごく大事な

のかなと感じました。以上感想ですが、ありがとうございました。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。事務局いかがですか。 

 

○事務局    北広島への応援というような形で受け取らせていただきました。大変ありが

とうございます。私どもの担当については「子育て」ということなんですが、

市では今後10年の総合計画の策定を始めたところです。 

その中で、当然魅力ある市ということと子育て世代にどんどん市に入ってき

ていただきたいというような施策も含めて、庁内全部連携した形で実施してい

くような形になっていくと思いますので、これも皆さんの後押しがあってこそ

だと思っておりますので、ぜひその辺りもよろしくお願いいたします。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。委員いかがでしょうか。 
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○委員     ちょっと勉強不足で申し訳ないんですが、児童人口の推計の部分で、コーホ

ート変化率法というのはどのようなものか教えていただきたいのと、なぜこの

コーホート変化率法だけで人口推計を行っているのか。また、通常児童・生徒

や学校の関係は教育委員会でなさると思いますが、どこでこの推計をなさって

いるのか、その点を教えていただきたいなと思います。 

 

○会長     事務局お願いします。 

 

○事務局    うまく説明できなかったら申し訳ないんですが、コーホート変化率法ですけ

れども、今のある年齢の人数が1年経って学年が持ち上がったときにどれくら

い増減があるのかというのを積み上げて計算していく方法です。 

ここの人口の推計値については、今回の子ども・子育て支援プランを作るに

当たって独自に推計したものでございます。 

 

○委員     はい、ありがとうございます。それで各学校ベースの子どもの数が根拠にな

るということですね。そのときにこういった児童の数の動き、これは推測です

けれども、子どもたちの市内間移動があると思いますし、学区・地区ごとにす

べてではないんですけど、最近はある地区でマンションに近いものとかアパー

トの建設だとか、公営住宅の建て替えが1部進んでいるところも見受けられる

んですけれども、こういった児童の推計や人口そのものにも影響があると思う

んですけども、今回のこの計画の中ではどのように反映されていたのか、また

はされていないのか教えていただければと思います。 

 

○会長     事務局お願いします。 

 

○事務局    児童数については各地区別に推計をして、全市のものを合計して算出してい

ます。公営住宅やマンションが新しく建ったとか、建つ見込みなどはこの中に

は含んではいないんですけれども、今までの子育て世代マイホーム購入サポー

ト事業などの定住に繋がる子育て支援施策という事業を市でやってきていま

すので、今後もそれに相当する事業があると想定して、これまでの実績も加味

して作っている数字になります。 

 

○会長     委員いかがでしょうか。 

 

○委員     特にありません。ありがとうございました。 

 

○会長     はい、ありがとうございました。それぞれご意見等をいただきました。 

量の見込みに関しましては前回もうご審議いただいている中で、それに対す

る確保方策ということで、今日のメインの議題だったんですが、どちらかとい

うとその量の見込みに対してマンパワーの話、人材確保の話が出てきています

けれども、それを確保するために具体的にどうして行くかというところまで突

っ込んだご意見、ご質問なりをいただいたと思っております。 

改めて今日の審議事項に関しての確認ですが、量の見込みに対する確保方策

を実現ためにどうしたらいいかというようなところまで突っ込んだご意見で

したので、確保方策について事務局から提案いただいた今日の資料を基に、そ

れを次年度以降の計画に盛り込んでいくという形でお認めいただくというこ

とでよろしゅうございますでしょうか。 

（異議なし） 

はい、ありがとうございます。それではこれに基づいて、また今後スケジュ



会議録 

 

 
 

ールを進めさせていただきたいと思います。 

それではその他ということですが、事務局からございますか。お願いいたし

ます。 

 

○事務局    次回の子ども・子育て会議についてのご案内ですが、ここまでは新しい子ど

も・子育て支援プランに係る骨子案や量の見込み、確保方策についてご審議を

いただいてきまして、次回は来月になるんですが、11 月に予定しております

パブリックコメント前にこの計画の素案の中身をご確認いただいて、ご審議い

ただくということを予定しておりますので、よろしくお願いいたします。 

日程調整についてはまた改めてご連絡をさせていただきたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

 

○事務局    あともう1点なんですけれども、今日と8月2日の第2回のときにご審議い

ただいた量の見込みと今日ご審議いただいた確保方策が主な内容になると思

うんですけれども、今週の金曜日、9 月 27 日に市議会の民生常任委員会がご

ざいまして、今日までご審議いただきましたこの内容について、民生常任委員

会の方で子ども・子育て会議の中でご審議をいただきましたということでご報

告させていただきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。ほか、皆さん特に何かございますでしょうか。

大丈夫ですか。 

では次回、来月にまたお集まりいただくことになりますが、よろしくお願い

いたします。 

それでは本日の第4回北広島市子ども・子育て会議を終了させていただきま

す。本日はありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 


